
中国大陸の南端に位置する香港は長く英国の植民地であったことから、東西の
文化が入り交じる国際都市として発展してきた。住民の大多数は漢族であり、
街で見られる看板や掲示類は基本的に漢字で書かれているが、よく観察すると
中国本土とは異なる、独特の文字や表現にあふれている。そんな街の風景を眺
めながら、彼の地が育んできた文化や言語事情などについて話してみたい。

鈴木  慎吾
大阪外国語大学言語社会研究科博士後期課程修了。専門は中国語音韻史。
自転車大好き。

（大阪大学大学院  人文学研究科  外国学専攻  准教授）

香港文字紀行 1 0月 1 7日
   開催！

マンスリー
多文化サロン

会場は大阪大学
箕面キャンパス

   です！

【日時】 2 0 2 4年 1 0月 1 7日  (木 )  1 9 : 0 0 - 2 0 : 0 0  
【場所】大阪大学  箕面キャンパス  1 F  大講義室
　大阪府箕面市船場東 3丁目 5－ 1 0  またはオンライン
【お申込】下記U R Lまたは右記Q Rコードから参加登録。

　登録時に受信したメールに記載のU R Lからご参加ください。
   ※対面参加はお申込み不要です。電話等では受付を行っていません。
【お問合せ】大阪大学外国語学部  ☎  0 7 2 - 7 3 0 - 5 0 1 3
　✉  j i n b u n - m i n o h - j i g y o @ o f f i c e . o s a k a - u . a c . j p  
【参加費】無料

主催：大阪大学外国語学部 
協力：みのお市民活動センター

☜ 登録フォームはこちら
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